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九

州

蕉

門

の

研

究

と
い
ふ
風
に
み
え
、

丁
数
全
舟
六
丁
で
一
丁
表
裏
に
八
行
づ
4

記
さ
れ
て
ゐ
る
。

扱
て
、
『
漆
川
集
』
は
半
紙
本
一
冊
、
薄
茶
色
表
紙
、
題
策
は
中
央
に
「
畔
漆
川
土
明
撰
」
と
あ
り
、
柱
は
「
う
る
し
（
一
ー
三
十
六
）
」

第
で
あ
る
。

み
し
か
紹
介
さ
れ
ず
、

九
州
蕉
門
の
研
究
に
は
甚
だ
不
便
を
感
じ
て
ゐ
た

――
 

又
板
下
は
後
の
『
芭
蕉
盟
』
と
書
法
筆
癖
が
類
似
し
て
を

こ
の
度
、
新
に
紹
介
す
る
事
に
な
っ
た
『
漆
川
集
』
は
、
宝
永
四
年
刊
、れ

て
ゐ
る
の
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
今
迄
僅
か
『
七
異
跡
集
』
の

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
同
」
と
一
云
ふ
の
は
そ
の
書
の
前
掲
俳
書
の
列
年
と
同
じ
と
一
云
ふ
の
で
、

と
、
此
年
に
は
『
漆
JIl集
』
の
外
に
九
州
俳
人
の
手
に
な
る
『
折
目
高
』
（
肥
後
軽
鷹
撰
）
、
『
七
異
跡
集
』
（
豊
後
馬
貞
撰
）
、
『
嬢
の
宿
』
（
肥
後

台
軒
撰
）
、
『
梅
が
香
・
彦
山
家
』
（
豊
後
野
紅
撰
）
等
の
俳
書
が
刊
行
さ

の
で
あ
り
、
今
こ
4
に
新
に
『
漆
川
集
』
を
加
へ
る
事
に
な
っ
た
次

宝
永
一
＿
一
年
の
事
で
あ
る
。
尚
、

漆

川

同

筑

前

土

明

一
匁
五
分

来
そ
の
書
名
の
み
知
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
内
容
の
批
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
俳
書
で
あ
る
。
即
ち
同
目
録
に
は

京
の
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
『
蕉
門
俳
書
目
録
』
の
記
載
に
よ
り
、
従

杉

浦

正

ー
ー
⇔
『
漆
川
集
』
と
筑
前
嘉
穂
俳
壇
に
つ
い
て
ー
ー

九

州

蕉

門

の

研

究

同
目
録
に
よ
る

郎
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酒
買
に
追
手
の
か

4
る
す
ゞ
み
か
な

寝
て
居
る
か
螢
の
来
や
う
只
で
な
し

鶯

に

笠

の

緒

つ

ま

る

苓

か

な

塚
の
菊
田
有
隣
と
朱
拙
共
捩
の
『
芭
蕉
親
』
に

同 同

漆
JI

士

明

「
寝
て
居
る
か
螢
の
来
や
う
只
で
な
し
同
漆
生
土
明
」
の
句
が
一
句
そ
れ
卜
＼
入
集
し
て
ゐ
る
。

又
享
保
九
年
刊
の
漆
生
か
ら
桓
近
い
飯

「
初
時
雨
よ
う
あ
そ
ぶ
の
に
照
り
か
4
り

筑
前
漆
生
土
明
」
の
一
句
、
同
年
刊
同
じ
く
朱
拙
後
見
の
讃
岐
の
大
西
吟
墨
撰
『
既
望
集
』

後
見
の
美
作
の
杉
山
輪
雷
撰
『
星
合
集
』
に

「
畠
灸
の
持
直
し
て
や
念
仏
水
チ
ク
セ
ン
漆
生
士
明
」
の
一
句
が
入
集
し
て
ゐ
る
。

郡
名
で
あ
る
。
叉
同
一
云
一
年
刊
の
長
野
馬
貞
捩
『
七
異
跡
集
』
に

源
太
夫
で
、
俳
壇
的
に
殆
ど
無
名
の
新
人
で
、

「
土
く
れ
の
す
く
な
く
走
ル
う
つ
ら
哉

漆
生
源
太
夫
土
明
」
と
見
え
、

こ
の
年
以
前
に
は
嘉
穂
郡
内
野
の
荒
巻
助
然
捩
『
蝶
姿
』
（
元
緑
十
四
年
刊
）
や
同
郡
大
脹
の

大
村
知
方
撰
『
初
便
』
（
同
十
四
年
刊
）
同
郡
鯰
田
の
朝
三
堂
季
水
捩
『
土
大
板
』
（
宝
永
一
一
年
刊
）
に
も
そ
の
名
を
見
出
す
事
が
出
来
な
い
。

唯
、
僅
か
に
前
年
の
宝
永
二
年
刊
、
助
然
の
『
続
山
彦
』
に

「
見
ぬ
ふ
り
て
被
と
お
す
や
お
ほ
ろ
月

同
嘉
摩
士
明
」
の
一
句
を
見
出
す
に
過
ぎ
な
い
。
肩
書
の
「
嘉
摩
」
と
云
ふ
の
は
嘉
穂
郡
の
旧

撰
者
土
明
は
、
宝
永
一
一
一
年
刊
、
魯
九
撰
『
春
の
鹿
』
に
、

り
、
朱
拙
の
筆
に
な
る
や
う
で
あ
る
。

九

州

蕉

門

の

研

究

土
明
の
句
は
管
見
の
辰
り
で
は
宝
永
六
年
刊
、

筑
前
嘉
摩
郡
（
今
嘉
祗
郡
と
一
云
）
稲
築
村
漆
生
の
人
、

tこ
朱
拙

野
見
山
氏
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九

州

蕉

門

の

研

究

と
こ
ろ
で
漆
川
に
就
て
は
伊
藤
常
足
著

『
太
宰
府
管
内
志
』

こ
れ
に
よ
っ
て
本
集
を
『
漆
川
』
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

（
天
保
十
二
年
成
）

此
組
て
木
の
葉
さ
ら
え
よ
漆
川

朱

拙

腰

懸

て

春

待

烏

や

漆

川

知

方

梅

咲

て

と

る

や

ら

寒

し

漆

川

助

然

い

さ

り

込

む

山

松

寒

し

漆

川

同
集
書
名
は
践
に
記
す
如
く
、
筑
前
の
国
に
あ
る
と
い
ふ
漆
川
の
古
地
名
を
、

「
我
が
方
の
最
負
」
で
、
朱
拙
旅
寝
の
折
、
「
漆
川
」
の
題
詠
で
人
々
の
句
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
．

れ
な
い
。 別

れ

場

に

狐

だ

ま

す

な

郭

公

野

火

留

の

具

も

枯

野

の

嵐

哉

等
五
句
を
見
出
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
尚
、
注
目
す
べ
き
事
は
こ
の
『
芭
蕉
盟
』
に
「
土
明
娘
九
歳

鳥
の
寝
る
藪
に
火
と
ぼ
す
螢
哉

の
二
句
が
入
集
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
彼
の
娘
も
父
の
感
化
で
、
幼
く
し
て
俳
諧
を
嗜
ん
で
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
尚
、
土
明
の
生
歿

享
年
共
に
不
明
。
現
在
、
漆
生
に
野
見
山
と
一
云
ふ
旧
家
が
現
存
し
て
い
る
の
で
、
調
査
の
結
果
は
或
ひ
は
墓
や
過
去
帳
等
見
出
し
得
る
か
も
知

照
り
か
け
て
遊
び
あ
き
れ
し
時
雨
哉

土

明

同 同`

に
次
の
様
な
説
明
が
あ
る
の
で
参
考
迄
に
次
に
引

あ
き
ら
」
と
し
て

宗
祇
の
『
指
南
抄
』
に
よ
っ
て
土
明
住
処
の
漆
生
に
求
め
、



蝶
々
の
花
に
在
こ
ぶ
や
化
粧
水

化
粧
水
・
舟
岡
山

等
の
句
は
、
土
ザ
方
の
『
蓑
虫
庵
集
』
の
「
宝
永
二
乙
酉
年
」
の
項
に
、

あ
は
れ
露
一
粒
撰
に
横
ま
く
ら

秋
立
ち
て
ち
ら
り
と
し
け
り
念
仏
水

同

非

群

同

半

蝶
／
＼
の
花
に
は
こ
ふ
や
化
粧
水

伊

賀

土

残方『

生
川
あ
り
。

用
し
よ
う
。

名
に
は
い
へ
ど
黒
く
も
見
え
ず
漆
川
さ
す
か
に
渡
る
人
は
ぬ
る
め
り

又
、
八
雲
御
抄
に
漆
川
筑
前
、
又
宗
祇
指
南
抄
に
漆
川
は
嘉
摩
郡
漆
生
と
批
俗
に
云
、
在
所
な
ど
見
え
た
り
。

一
説
に
漆
川
〈
御
笠
郡
に
あ
り
と
す
、
又
一
説
に
肥
後
国
託
麻
郡
漆
島
漆
川
あ
り
と
す
、
な
ほ
よ
く
考
ふ
へ
し
。

本
集
は
勿
論
、
宝
永
二
年
十
二
月
、
朱
拙
が
漆
生
に
旅
寝
の
折
に
彼
の
助
力
、
後
見
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
、
採
録
の
発
句
の
多
く
が
他

の
朱
拙
後
見
俳
書
と
同
じ
く
彼
が
箪
集
し
て
ゐ
た
も
の
を
提
供
し
て
、
土
明
に
編
者
の
名
誉
を
担
は
し
め
た
も
の
と
思
は
れ
、

に
京
の
井
筒
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
本
書
三
丁
に
見
え
る
、

化
粧
水
、
横
ま
く
ら
、
念
仏
水
と
い
ふ
は
豊
後
の
名
駿
な
り
と
朱
拙
が
文
に
聞
え
け
れ
ば

正
月
廿
八
日
、
豊
後
朱
拙
よ
り
消
息
に
所
の
名
所
の
題
を
方
々
に
配
り
て
句
を
願
ふ
よ
し
依
て

拾
遺
和
歌
集

〇

漆

川
九

州

蕉

門

の

研

究

一四

今
も
嘉
摩
郡
漆
生
村
又
漆

而
し
て
翌
三
年



九
州
蓄
~
門
の
研
究

一五

」

4
に
暫
く
旅
寝
を
重
ね
て
「
こ

4
ろ

か
の
蕉
門
風
狂
の
士
、

J

れ
は
初
期
の
彼
の
著
作
に
見

謂
は
ゞ
当
時
談
林
の
田
舎
俳
士
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
る
に
注
目
す
べ
き
事
は
後
年
の

に
於
て
、

朱
拙
は
宗

拙
・
半
山
と
も
号
し
、
豊
後

H
田
城
内
村
の
住
、
医
を
業
と
し
た
。

若
年
の
折
は
偉
学
に
励
ん
で
儒
者
と
し
て
諸
侯
に
仕
官
の
希
望
が
あ
っ
た

さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

項
目
も
含
ま
れ
て
ゐ
た
の
か
も
知
れ
ず
、

て、 と
あ
り
、
此
年
正
月
既
に
朱
拙
に
は
本
書
編
纂
の
意
図
が
あ
り
、
伊
賀
の
土
芳
に
句
を
求
め
、

句
を
求
め
て
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
、
か
う
し
た
句
稿
の
蒐
集
は
『
漆
川
集
』
撰
集
の
為
と
み
る
よ
り
、

る
俳
書
編
集
の
意
図
の
も
と
に
行
は
れ
た
と
も
し
思
は
れ
る
。
前
別
、

、、

非
群
の
「
秋
立
て
ち
ら
り
と
し
た
る
念
仏
水
」
の
句
が
入
集
し
て
ゐ
る
。

舟

岡

の

空

や

田

中

の

苅

残

し

又
同
様
に
半
残
、

他
の
さ
う
し
た
名
所
に
よ

長
野
馬
貞
捩
『
七
異
励
集
』
（
宝
永
―
―
一
年
刊
）
第
三
に
「
念
仏
水
」
と
し

或
は
初
め
朱
拙
の
意
図
で
は
「
化
粧
水
」
「
横
ま
く
ら
」
等
の

そ
れ
が
何
か
の
事
情
で
『
七
異
跡
集
』
編
集
の
折
に
除
か
れ
た
の
で
、
土
朋
の
『
漆
川
集
』
に
採
録

次
に
本
書
の
内
容
の
解
説
に
入
る
前
に
序
者
、
坂
本
朱
拙
及
び
筑
前
嘉
穂
俳
壇
の
状
態
に
就
て
概
述
し
よ
う
。
朱
拙
は
四
方
郎
•
四
野
人
・
守

が
な
ら
ず
、
遂
に
俳
諧
師
に
な
っ
た
と
云
ふ
（
『
亀
山
紗
』
『
豊
四
俳
諧
古
哲
伝
草
稿
』
）
。
俳
諧
は
同
郷
の
井
原
四
鶴
門
、

談
林
風
を
嗜
ん
で
ゐ
た
様
で
あ
る
。
彼
の
著
『
梅
桜
』
の
菊
人
序
や
、

因
や
芭
蕉
と
因
み
を
結
ん
で
ゐ
た
様
に
述
べ
て
を
り
、

同
じ
く
『
後
れ
馳
』
の
風
国
序
、

及
び
朱
拙
臭
膏
に
依
つ
て
考
へ
る

に
、
彼
は
こ
の
辺
諏
の
地
に
あ
っ
て
秀
れ
た
俳
人
に
会
ふ
事
も
出
来
ず
、
た
ゞ
「
詩
俳
の
吟
類
を
ひ
ね
り
て
風
興
」
に
耽
つ
て
ゐ
た
ら
し
く
、

『
土
大
根
』
や
『
芭
蕉
盟
』

こ
の
事
実
の
正
否
は
未
だ
明
確
に
な
し
得
な
い
が
、

ら
れ
る
事
実
と
矛
盾
す
る
様
に
思
は
れ
る
。
と
ま
れ
朱
拙
が
蕉
門
俳
人
と
し
て
立
つ
様
に
な
っ
た
の
は
、
元
緑
八
年
、

広
瀬
惟
然
の
九
州
行
脚
以
後
で
あ
っ
た
。
惟
然
は
こ
の
年
の
暮
、
肥
後
小
国
よ
り
日
田
に
吟
を
曳
き
、

中
村
四
国
に
よ
っ
て

非
群
等
に
も
別
題
の
も
と
に
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『
菊
の
香
』
（
元
祗
十
年
刊
）

に
も
朱
拙
及
び
日
田
俳
人
の
句
を
多
く
録
し
、

一
周
忌
に
も
追
善
百
韻
を
興
行
し
て
ゐ
る
。
釣
壺
は
『
西

朱
拙
の
「
梅
が
か
や
か
ひ
な
き
闇
の

九

州

蕉

門

の

研

究

を
き
な
く
疲
を
は
ら
し
て
、
日
を
か
さ
ね
し
閑
さ
の
余
り
に
、
蕉
門
の
寂
あ
り
、

花
あ
る
事
を
勤
め
励
ま
し
」
（
『
後
れ
馳
』
風
国
序
）
た
の
で

あ
り
、
朱
拙
ほ
惟
然
に
随
従
し
て
蕉
風
に
な
じ
む
様
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

の
句
は
、
当
時
洛
に
住
し
て
ゐ
た
惟
然
が
同
地
の
風
国
と
親
し
く
し
て
ゐ
た
関
係
で
、
風
国
の
『
初
輝
』
（
元
藤
九
年
刊
）
に
よ
っ
て
、

蕉
門
俳
壇
に
紹
介
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
惟
然
と
風
国
と
の
斯
う
し
た
関
係
は
、
例
へ
ば
『
惟
然
の
研
究
』
（
鈴
木
重
雅
氏
著
）
所
引
の
殿
田

良
作
氏
旧
蔵
元
藤
十
一
年
五
月
朔
日
付
、
浪
化
宛
風
国
書
簡
に
「
惟
然
も
東
武
に
罷
在
候
て
尊
家
様
よ
り
入
句
申
来
候
間
、

（

マ

≫

)

も
進
上
さ
し
く
様
に
申
こ
し
候
」
と
見
え
、

風
国
は
は
惟
然
の
依
頼
に
よ
っ
て
西
国
の
者
共
の
句
を
越
の
浪
化
の
集
の
句
稿
と
し
て
寄
せ
て
を

り
、
浪
化
の
『
続
有
磯
海
』
に
は
朱
拙
及
び
そ
の
他
日
田
俳
人
の
句
を
多
く
採
録
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

斯
う
し
た
関
係
は
又
朱
拙
を
風
国
に
近
づ
け
る
事
に
も
な
っ
た
。
『
梅
桜
』
に
は
「
追
加
」
と
し
て
風
国
・
朱
拙
・
泥
足
・
惟
然
・
壷
中
一

座
の
歌
仙
が
納
め
ら
れ
て
を
り
、
此
頃
朱
拙
は
上
洛
し
て
風
国
そ
の
他
在
洛
の
蕉
門
俳
人
達
に
も
親
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る
。

と
記
し
て
を
り
、
朱
拙
以
外
の
日
田
俳
人
と
の
深
い
交
情
も
推
察
さ
れ
る
。

朱
拙
の
『
後
れ
馳
』

「
豊
後
朱
拙
此
春
登
り
あ
は
ん
な
と
い
ひ
来
し
け
る
に
」
と
い
ふ
前
警
あ
る
「
も
ろ
と
も
に
影
を
踏
へ
き
花
の
陰

の
「
四
方
郎
と
あ
つ
ま
の
か
た
の
遊
吟
あ
ら
か
し
め
ち
き
り
て
」
の
前
書
の
つ
い
た
「
月
花
や
共
に
四
方
の
こ
4
ろ
さ
し

よ
っ
て
風
国
と
朱
拙
と
の
親
密
な
関
係
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
で
元
藤
十
四
年
七
月
風
国
死
去
の
際
に
は
、 に

は
序
を
与
へ
て
ゐ
る
。
『
泊
船
集
』
の

西
国
の
者
共
の
句

そ
し
て
風
国
は

風
国
」
の
句
や
『
初
便
』

風
国
」
の
句
等
に

さ
く
り
足
」
の
発
句
を
立
句
と
し
て
日
田
俳
人
達
は
は
る
か
に
追
善
興
行
を
催
し
、

の
詞
』
（
元
緑
十
五
年
刊
）
に
「
洛
の
風
国
（
中
略
）
予
が
里
の
風
騒
と
水
魚
の
ご
と
し
、
洛
に
て
馴
染
た
る
も
在
、
深
切
の
誹
友
な
れ
＾
云
々
」

初
め
て

斯
く
て
惟
然
の
頭
陀
に
納
め
ら
れ
て
ゐ
た
朱
拙
及
び
日
田
俳
人

三
六
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便
』
に

ゐ
る
。

九

州

燕

門

の

研

究

筑
前
直
方
に
て

粟
の
穂
を
こ
ぼ
し
て
こ

4

ら

喘

鶉

飯
塚
に
て

な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

斯
く
て
朱
拙
ほ
『
梅
桜
』
（
元
禄
十
年
刊
）
、
『
後
れ
馳
』
（
同
十
一
年
刊
）
、
『
今
日
の
昔
』
（
同
十
二
年
刊
等
）
の
撰
集
を
相
次
い
で
も
の
し
、

叉
多
く
の
蕉
門
高
弟
と
親
し
い
関
係
を
持
つ
に
至
っ
て
九
州
蕉
門
俳
人
と
し
て
不
動
の
位
置
を
築
く
に
至
っ
た
。

正
秀
門
と
見
る
説
が
あ
る
が
、
以
上
の
考
察
か
ら
も
従
ひ
難
い
と
思
ふ
。
但
し
後
年
、
享
保
年
代
に
入
っ
て
親
し
く
正
秀
と
交
際
し
て
ゐ
た
様

『l

放
烏
集
』
（
元
謀
十
四
年
刊
）
に
元
緑
五
年
の
路
通
の
九
州
行
脚
の
折
の
句
と
思
は
れ
る

豊
前
の
国
猪
膝
に
て

の
句
が
見
え
る
が
、
猪
膝
は
現
在
の
田
川
郡
猪
位
金
村
猪
膝
で
あ
り
、

惟

然

蹄
通
も
此
地
方
を
通
過
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

の
句
が
『
後
れ
馳
』
に
見
え
る
。
元
誅
十
一
年
長
崎
に
帰
省
し
て
ゐ
た
去
来
は
翌
年
上
洛
の
時
に
は
こ
＼
を
通
過
し
た
と
思
は
れ
る
。
『
初

夏

草

の

落

つ

く

ほ

と

や

旅

心

さ
て
、

次
に
嘉
穂
俳
壇
の
状
態
に
つ
い
て
概
観
す
る
が
、

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
俳
友
程
度
の
関
係
と
思
は
れ
る
。

一七

叉
惟
然
も
一
九
詠
八
年
九
州
行
脚
の
折
、

同
地
方
に
杖
を
曳
い
て

嘉
穂
郡
に
接
し
、
猪
膝
を
通
過
す
る
に
は
必
ず
嘉
穂
地
方
を
通
ら
ね
ば

路

通

同
地
方
は
朱
拙
の
行
脚
以
前
に
於
て
は
俳
壇
的
に
殆
ど
未
開
拓
地
で
あ
っ
た
。

な
ほ
、
従
来
一
部
に
朱
拙
を
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「
む
き
＇
＼
に
わ
か
る

4
空
の
秋
の
雲

鞍
手
地
方
俳
人
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

し
て
ゐ
る
。

」
の
時
は
嘉
穂
地
方
俳
人
と
の
交
渉
は
見
ら
れ
な
い
が
、

且
つ

」
れ
は
そ
の
前
句
に
「
朱
拙
に
別
る
四
句
」
と
前
書
し
て
掲
げ

や
が
て
紫

J

れ
が
蕉
門
俳
書
に
見
え
る

鞍
手
池
方
で
は
可
成
り
交
渉
が
行
は
れ
た
ら
し
く
、

の
句
が
見
え
る
。
こ
の
様
に
―
-
•
三
の
蕉
門
高
弟
逹
が
此
地
に
行
脚
の
足
を
連
ん
で
ゐ
る
も
の

4

何
ら
俳
壇
的
成
果
も
見
る
事
が
出
来
な
い
。

元
蒜
十
年
秋
、

朱
拙
は
長
崎
を
訪
れ
、

『
今
日
の
背
』
に
直
方
ー
丹
山
・
外
川
。
顔
野
ー
一
定
・
如
雪
・
杉
明
・
直
水
・
友
水
の
句
が
入
集
し
て
を
り
、

翌
年
の
朱
拙
撰

元
蒜
十
二
年
秋
、
博
多
に
旅
寝
を
重
ね
て
ゐ
た
朱
拙
は
、
肥
前
田
代
の
寺
崎
紫
白
女
の
招
諮
に
よ
っ
て
田
代
に
笈
を
連
ん
だ
が
、

鯰
田
滞
在
中
、
後
の

白
女
そ
の
他
田
代
の
俳
人
逹
を
指
導
す
る
様
に
な
り
、
こ
入
に
紫
白
女
の
女
性
撰
最
初
の
俳
書
『
菊
の
道
』
（
元
緑
十
三
年
刊
）
か
朱
拙
後
見

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
関
係
が
結
ば
れ
た
。
朱
拙
は
こ
の
旅
の
時
、
嘉
穂
の
鯰
田
か
ら
直
方
、
黒
崎
迄
行
脚
し
て
を
り
、

『
土
大
根
』
の
撰
者
季
翠
（
季
水
）
の
許
に
泊
り
、

の
季
翠
の
句
が
初
め
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

筑
即
鯰
田
季
翠
」
と
い
ふ
句
で
、

ら
れ
た
句
の
中
の
一
句
の
一
つ
で
あ
る
。

交
誼
を
結
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る
。
『
菊
の
道
』
に
は
嘉
穂
池
方
俳
人
の
句
と
し
て
鯰
出
’

元
緑
十
四
年
二
月
、
朱
拙
は
再
び
嘉
穂
蛾
方
に
笈
を
遅
ん
で
内
野
の
荒
巻
助
然
亭
に
旅
泊
し
、
俳
諧
に
就
て
助
然
と
親
し
く
応
答
し
、

助
然
が
久
し
く
笈
底
に
貯
へ
置
い
た
蕉
門
高
弟
の
句
に
、
朱
拙
蒐
集
す
る
と
こ
ろ
の
句
稿
を
与
へ
、
序
文
を
寄
せ
て
、

俳
書
『
蝶
姿
』
が
上
梓
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
助
然
は
、

こ
4
に
同
地
方
最
初
の

管
見
の
限
り
で
は
こ
の
年
の
三
河
の
白
雪
撰
『
き
れ

k
¥
』
に
初
め
て
入
句
し
て
ゐ
る

同
埴
の
卯
七
と
俳
諧
を
興
行
し
、

次
い
で
筑
後
柳
川
、

筑
前
鞍
手
、

同
黒
崎
と
行
脚
の
足
を
延
ば

行

秋

や

花

に

ふ

く

る

＼

旅

衣

九

州

蕉

門

の

研

究

去

来

一八
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九
州
輩
~
門
の
研
究

翌
十
五
年
正
月
、
朱
拙
は
牛
隈
の
大
村
知
方
を
援
助
し
て
『
初
便
』
が
成
っ
た
。
本
集
に
は
惟
然
が
践
を
寄
せ
て
ゐ
る
。

の

退

ヵ‘‘‘

海

つ

き

ほ

昨

日

の

花

を

上

寒

み

て

ロ

の

ほ

尻

力'

ら

げ

か

ら

上

雪

下

の

肴

も

の

吹

ぱ

が

れ

た

る

木

が

寒
ン

此
年
冬
、

朱
拙
は
又
々
嘉
穂
地
方
を
訪
れ
、

＾ 以

下

略

）

ど

け

る

の

沙

汰

の

サ
ム
ラ
イ

士

に

は

血

の

た

り

て

ら

し

の

月

の
帰
途
田
代
を
訪
れ
、
同
地
の
寺
崎
晩
柳
を
後
見
し
て
『
放
鳥
集
』
を
編
集
、
上
梓
せ
し
め
た
。

も
の
で
あ
る
べ
く
序
文
も
亦
朱
拙
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

同
地
の
散
木
亭
に
旅
寝
し
て
ゐ
る
。

我
が
旅
ね
を
と
は
れ
し
好
事
と
と
も
に
、
散
木
亭
に
落
こ
ぼ
れ
て

た

け

も

見

よ

せ

て

軽

し

雁

の

羽

こ
の
時
、

一九
藤 助 知 散 朱

そ
の
践
に
「
筑
紫

乎 然 方 定 木 拙

そ
の
句
稿
多
く
は
朱
拙
の
与
へ
る
と
こ
ろ
の

に
過
ぎ
な
い
新
人
で
あ
っ
た
。
『
鰈
姿
』
は
地
域
的
な
関
係
で
筑
前
、
特
に
鞍
手
・
嘉
穂
地
方
の
俳
人
の
句
を
多
く
採
録
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
嘉

穂
俳
人
と
し
て
鯰
田
ー
季
翠
・
素
岬
。
上
穂
波
ー
冷
村
。
天
道
町
ー
遊
水
。
大
隈
町
ー
土
偶
堂
。
嘉
磨
ー
知
方
。

野
ー
助
然
・
―
―
一
郎
次
•
長
太
夫
・
万
水
•
藤
乎
・
野
然
・
辰
之
助
・
白
之
・
水
露
等
の
俳
人
の
名
が
見
え
る
。
朱
拙
は
此
年
二
月
、

近
く
の
朱
拙
の
指
導
下
に
あ
っ
た
人
々
、

定
・
殉
方
・
助
然
•
藤
乎
．
冷
村
・
野
涼
・
鬼
紅
・
此
及
・
又
推
等
の
俳
人
達
が
集
ま
り
、
朱
拙
の
句
を
立
句
に
俳
諧
が
興
行
さ
れ
た
。

内
野
か
ら

太
郎
丸
ー
共
紅
・
野
涼
。
内
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蝶

鳥

に

か

せ

筑
前
の
比
及
亭
興
行

そ
れ
か
ら
東
北
二
里
程
の
鯰
国
の
朝
三
堂
季
水
を
尋
ね
た
。
こ
4

に
旅
寝
を
璽
ね
て
ゐ
る
間
、
直
方
の
一
定
・
市
水
等
の
人
々
、

の
助
然
も
訪
ね
て
、
逝
い
て
間
も
な
い
丈
草
・
去
来
等
の
事
や
俳
壇
の
動
向
に
つ
い
て
頻
り
に
話
が
交
は
さ
れ
た
。

丈
草
の
飛
揚
も
む
な
し
く
、
去
来
の
阪
鞍
の
と
り
は
づ
し
て
、
な
に
と
や
ら
風
雅
も
さ
う
た
＼
し
き
お
り
か
ら
、
四
方
郎

の
旅
ね
ゆ
＼
し
く
、
笈
も
か
く
し
つ
な
ど
き
、
／
＼
と
て
、
こ

4
の
風
士
等
も
訪
れ
来
れ
ば

ぎ

当

雪

ま

つ

か

胴

声

せ

ば

る

烏

の

声

夜

道

打

耳

根

摺

た
て

る

大
鴨

根

年

宝
永
元
年
冬
、
朱
拙
は
筑
前
内
野
の
助
然
の
亭
に
足
を
休
め
、
そ
れ
か
ら
近
く
の
穂
波
の
比
及
亭
を
訪
れ
た
。

助
然
亭
に
ま
ろ
び
こ
み
し
は
、
し
ぐ
れ
月
の
廿
日
あ
ま
り
一
日
に
な
む

の

の

声

ね
た
が
、
こ
の
時
野
披
は
内
野
の
助
然
の
許
を
も
訪
れ
て
ゐ
る
。

元
緑
十
五
年
か
ら
同
十
六
年
に
か
け
て
志
太
野
披
が
九
州
行
脚
に
来
た
り
、

波
の
住
と
し
て
ゐ
る
の
は
い
ぶ
か
し
く
お
そ
ら
く
誤
り
で
あ
ら
う
。

季 朱 朱

水 拙
（
続
山
彦
）

拙
（
土
大
根
）

そ
の
他
内
野

久
留
米
・
日
田
・
博
多
等
に
俳
壇
勢
力
拡
弧
の
為
の
旅
寝
を
重

本
集
に
は
筑
前
穂
波
と
し
て
助
然
・
冷
村
・
鬼
紅
・
野
涼
．
叉
推
・
此
及
、
嘉
磨
—
梅
披
・
舎
若
・
散
木
の
句
が
見
え
る
。
こ
4

に
助
然
を
穂

て、

こ
の
比
―
つ
の
撰
あ
り
、
初
た
よ
り
と
い
ふ
」
と
述
べ
て
を
り
、
知
方
が
朱
拙
に
師
事
し
、
そ
の
教
を
受
け
て
ゐ
た
事
は
明
白
で
あ
る
。

筑
前
好
士
大
村
氏
知
方
子
我
が
翁
の
風
流
を
あ
ま
な
い

（
中
略
）

よ
の
常
、
朱
拙
に
よ
り
て
琢
磨
せ
ら
れ
け
る
と
ぞ
。
終
に
共
功
あ
ら
は
れ

九

州

蕉

門

の

研

究

四

0

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

八

朔

の

名

に

呼

か

し

や

萩

の

花

四

魯
九
の
『
春
の
鹿
』
（
宝
永
三
年
刊
）
に
は
同
地
方
俳
人
の
句
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る

3

本
書
は
入
集
作
者
の
俳
号
の
上
に
本
名
が
害
加
へ
ら

れ
て
ゐ
て
甚
だ
便
利
で
あ
る
の
で
次
に
引
川
し
て
み
よ
う
。
尚
、
土
期
の
句
は
前
別
し
た
か
ら
こ
ょ
に
は
繰
り
返
さ
な
い
。

魯

九

内

野

助

然

亭

宝
永
二
年
に
は
助
然
撰
『
山
彦
』
『
続
山
斉
』
が
板
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
続
山
彦
』
に
『
漆
川
』
の
撰
者
士
明
の
名
が
初
め
て
見
え
る
の
で

あ
る
。
こ
の
年
八
月
、
九
州
行
脚
中
の
美
濃
の
孤
耕
庵
魯
九
が
博
多
か
ら
嘉
穂
地
方
に
足
を
入
れ
た
。

た
の
に
反
澄
し
て
編
集
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。

朱
拙
は
又
季
水
亭
滞
在
中
に
季
水
に
助
力
し
て
『
土
大
根
』
の
編
纂
に
取
り
か
し
り
、

曾
木
・
野
涼
・
市
水
・
知
方
等
の
句
を
録
し
、
又
朱
拙
と
季
水
と
の
俳
諧
問
答
を
多
く
記
載
し
て
ゐ
る
。
践
に
季
水
は
「
四
方
郎
と
一
時
戯
興

の
事
、
泄
に
広
が
れ
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
我
が
か
た
の
者
の
た
よ
り
な
ら
し
め
む
と
」
思
ひ
上
梓
し
た
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。
然
し
内
容
を

閲
す
る
に
前
年
の
知
方
の
『
初
便
』
と
吾
仲
の
『
枕
か
け
』
と
の
問
に
編
集
様
式
の
類
似
に
つ
い
て
間
題
が
起
り
、
．
吾
仲
等
か
ら
非
難
を
受
け

（

以

下

略

）

名

月

に

落

て

塞

け

て

夜

の

速

き

翌
年
上
梓
し
た

3

本
集
に
は
助
然
・
季
水
・
一
定
・

助

然

昏

帳

ふ

み

あ

ふ

足

の

お

ほ

き

さ

木

念

比

な

旦

那

を

そ

し

る

ゥ上^

日

よ

く

で

も

口

出

し

て

定

元

の

十

月

曾 朱

拙
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一
日
の
と
や
き
と
な
し
侍
り
ぬ

ト
デ
ラ

短

衣

荒

る

形

も

冬

野

の

旅

鶉

右
の
中
、
直
方
の
住
以
下
は
嘉
穂
で
な
く
、
鞍
手
に
属
す
る
が
便
宜
こ
入
に
挙
け
て
お
い
た
。

旅
寝
し
て
「
龍
門
爆
布
之
記
」
を
馬
貞
の
『
七
異
跡
集
』
の
為
に
書
与
へ
た
朱
拙
は
、

野

吟

め
、
十
二
月
に
嘉
穂
の
漆
生
、
士
明
亭
に
笠
を
ぬ
い
だ
。
『
七
異
励
集
』
に
は
助
然
・
土
咀
・
知
方
・
其
紅
の
句
が
入
集
し
て
い
る
。

で
は
何
時
も
の
朱
拙
来
遊
の
時
の
様
に
俳
人
遂
が
集
ま
り
、
漆
川
に
つ
い
て
の
題
詠
が
な
さ
れ
た
り
、
歌
仙
が
巻
か
れ
た
り
し
た
。

四
方
郎
の
た
し
ず
ま
ゐ
を
戯
れ
に
画
し
て
茅
屋
に
な
ぐ
さ
め
る
お
り
か
ら
、
愛
の
連
衆
に
遠
近
の
友
も
ま
ろ
び
こ
み
て
、

夕

飯

は

な

く

と

も

す

ま

せ

初

月

夜

七

夕

や

移

り

と

ゞ

け

て

草

の

上

土
咀
亭

歩
行
神
に
つ
か
れ
た
如
く
遠
く
筑
前
地
方
に
足
を
す
4

此
年
秋
八
月
、
豊
後
玖
珠
の
馬
貞
の
も
と
に

小
屋
瀕
宗
十
郎

曾

小
野
上
洞
平
次

其ヽ

月

に

つ

れ

て

尾

も

は

た

ら

く

や

賜

の

声

ラ

こ

と

b‘ 粛

i

そ

渡

る

雁

出

格

子

の

二

間

な

を

り

こ

て

あ

ふ

た

て

月

夜

哉

竹

藪

の

間

を

ぬ

け

て

や

早

稲

の

か

さ

村

雨

に

崩

れ

て

散

る

や

稲

雀

雲

色

の

の

ほ

せ

て

来

る

や

渡

り

烏

鈴

ふ

つ

て

馬

も

戻

る

や

九
州
益
~
円
の
研
究

早

稲

の

花

直
方
吉
右
ヱ
門
外

原

田

平

助

衣

土

多

助

二

郎

季

正

円

寺

百

荒

巻

三

郎

楚

大
庭
太
右
工
門
藤

荒

巻

佐

平

次

四

助

乙 紅 Jfl 振 フK 之 産 乎 殊
"" 
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此
滞
在
中
、
朱
拙
は
何
時
も
の
編
集
癖
に
と
り
つ
か
れ
、
俳
壇
的
に
有
名
で
な
い
新
人
土
明
に
蒐
集
の
句
稿
を
提
供
し
、
且
、

与
へ
て
一
集
の
撰
者
た
る
こ
と
を
す
4

め
た
。
そ
の
序
に
「
此
所
、
西
に
助
然
、
北
に
季
水
、
南
に
細
方
お
り
て
、
各
々
そ
の
手
を
か
た
め
た

句
吹
ば
や
の
精
兵
四
人
が
こ
4
ろ
を
合
せ

り
。
今
亦
此
主
東
方
を
塞
げ
つ
れ
ば
、
い
か
な
る
吟
人
狂
客
入
替
／
＼
あ
ら
手
を
寄
せ
た
り
と
も
、

て
茶
つ
け
攻
に
せ
め
付
た
ら
ば
、
っ
ゐ
に
や
り
句
を
出
さ
せ
ず
。

き
や
っ
こ
豆
腐
も
座
中
に
た
ま
ら
ず
、
大
勢
に
頭
巾
を
お
ろ
さ
せ
む
事
、
日
を
か
ぞ
へ
て
待
べ
し
」
と
述
ぺ
て
ゐ
る
の
に
依
る
と
、

に
入
っ
て
急
に
九
州
地
方
の
俳
壇
勢
力
拡
張
に
乗
り
出
し
た
野
披
を
初
め
、

壇
の
結
束
を
強
固
に
な
す
為
に
、
こ
4
に
土
明
を
後
見
し
て
四
た
び
朱
拙
は
撰
集
に
当
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

扱
て
『
漆
川
集
』
は
発
句
二
百
句
を
先
づ
名
所
・
餞
別
留
別
贈
答

．．
 
哀
傷
井
懐
旧
・
祝
言
•
以
後
季
題
を
四
季
の
順
序
に
大
凡
配
列
し
て
を

九

州

蕉

門

の

研

究

（
以
下
略
）

浪

／

ヽ

・

中

に

鑓

も

う

ち

喰

ふ

あ

と

て

な

き

姫

路

の

盆

の

か

す

か

な

り

内

は

意

地

と

又

降

四

そ
の
他
の
行
脚
俳
人
逹
に
対
し
、
朱
拙
の
指
導
下
に
あ
る
嘉
穂
俳

声
先
の
高
名
に
は
大
盃
を
投
出
し
て
右
往
左
往
に
飲
ち
ら
さ
ば
、
む
く
つ
け

（

漆

川

） 朱

拙

知

方

あ

り

有

キ
ワ
ク

生

綿

の

甫

道

て

肴

の

と

れ

ぬ

月

の

比

季

水

噂

ば

か

り

に

御

触

つ

し‘

や

む

大

胆

な

舟

て

仕

当

る

分

限

に

て

今

年

も

雪

は

西

国

が

勝

宝
永
年
代

野 助 士

情 然 明

序
文
を
書
き
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田
の
聴
雪
亭
で
の
作
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

の
吟
な
る
よ
し
」
と
い
ふ
添
書
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
編
者
の
間
違
ひ
で
、

に
「
蓬
左
の
人
々
に
迎
ひ
と
ら
れ
て
、
暫
く
休
息
す
る
産
、
箱
根
越
す
人
も
有
る
ら
し
今
朝
の
雪
」
と
、
あ
る
と
全
く
同
形
で
見
え
る
。

句
又
『
如
行
子
』
に
も
見
え
、
そ
れ
に
は
「
四
日
は
み
の
や
の
聴
雪
に
と
ゞ
め
ら
る
＼
、
そ
の
夜
の
会
」
と
前
書
が
あ
り
、
十
二
月
四
日
、

「
崎
水
の
宇
鹿
と
ぶ
ご
の
地
に
別
る
と
て
」
の
前
書
あ
る
朱
拙
の
句
は
、
宝
永
二
年
二
月
十

H
、

椿
底
舎
、
そ
の
他
を
訪
れ
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
宇
鹿
は
日
田
に
十
日
間
租
滞
在
し
て
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、

次
に
集
中
の
発
句
に
つ
い
て
ニ
・
三
愚
考
を
述
べ
て
み
よ
う
。

百
・
風
然
．
至
州
・
冷
村
・
一
器
・
梅
旭
。

九

州

蕉

門

の

研

究

J

の
句
は
そ
の
折
の
送
別
吟
で

酉
田
宇
鹿
が
遥
々
日
田
に
吟
杖
を
曳
き
、

熱 」の

貞
享
四
年
十
二
月
の
卯
辰
紀
行
の
折
の
吟
で
、
『
笈
の
小
文
』
の
中

巻
顕
の
芭
蕉
の
「
箱
根
越
す
人
も
あ
る
ら
し
今
朝
の
雪
」
に
は
「
天
和
の
初

り
、
部
類
と
し
て
は
可
成
り
乱
雑
な
様
で
あ
る
。
そ
し
て
巻
頭
に
は
芭
蕉
、
巻
末
に
は
朱
拙
の
句
を
そ
へ
て
を
り
、

穂
俳
人
と
の
歌
仙
一
巻
を
納
め
、
践
は
土
明
自
ら
『
漆
川
』
の
来
歴
に
つ
い
て
記
し
、

て
ゐ
る
。
作
家
の
総
数
は
九
十
五
人
、
う
ち
五
十
人
が
九
州
俳
人
、
残
り
四
十
五
人
が
九
州
以
外
の
俳
人
で
あ
る
。

の
は
江
戸
・
尾
張
・
美
濃
・
越
中
・
湖
南
・
京
・
大
坂
・
伊
賀
・
伊
勢
の
俳
人
で
、

川
・
白
雪
・
木
因
・
刑
ロ
・
魯
九
・
如
行
・
千
川
・
怒
風
・
素
覧
．
嵐
青
・
浪
化
・
洒
堂
・
丈
草
・
正
秀
・
許
六
．
楚
江
・
智
月
・
去
来
・
為

有
・
諷
竹
・
舎
羅
・
士
芳
・
半
残
・
非
群
・
万
乎
・
涼
英
等
、
蕉
門
名
家
揃
ひ
の
卸
々
た
る
顔
触
れ
で
あ
る
。

九
州
俳
人
は
豊
前
・
豊
後
・
筑
前
・
肥
前
・
肥
後
の
人
々
で
、
特
に
半
数
の
廿
二
人
は
筑
前
の
俳
人
で
あ
る
。

参
考
迄
に
筑
前
俳
人
の
名
を

掲
げ
る
。
野
吟
・
一
定
・
是
寸
・
知
方
・
助
然
・
季
水
・
甫
遁
・
野
情
·
野
涼
・
轟
輪
・
又
推
・
紅
玉
・
其
紅
・
市
水
•
松
袢
・
散
木
・
為

芭
蕉
．
惟
然
・
杉
風
・
野
披
．
其
角
・
嵐
雪
・
史
邦
・
露

九
州
以
外
の
俳
人
と
云
ふ

そ
の
中
に
漆
川
を
詠
ん
だ
諸
俳
人
の
発
句
八
句
を
並
ペ

四
四

次
に
前
掲
の
朱
拙
及
び
嘉
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九

州

蕉

門

の

研

究

四
五

橙

の

火

に

先

お

ち

つ

き

ぬ

む

め

筑
紫
廻
国
の
春
を
む
か
へ
て
、
山
里
に
生
海
鼠
あ
り
、
浦
里
に
こ
ん
に
や
く
あ
り
、
何
事
も
と
ぼ
し
か
ら
ず

の

花

野

紅

て
凍
菟
が
日
田
を
出
立
し
た
日
時
と
行
先
と
を
知
り
得
る
。

あ
る
。

こ
の
文
中
泰
軒
と
あ
る
の
は
『
蟻
の
宿
』
（
此
の
書
は
ま
だ
そ
の
発
見
が
報
告
さ
れ
て
ゐ
な
い
未
紹
介
の
も
の

で
あ
る
）
の
撰
者
、
肥
後
の
泰
軒
で
、
ー
阿
誰
軒
の
目
録
に
は
「
台
軒
」
と
見
え
て
ゐ
る
。

旅
立
つ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
日
国
俳
人
と
の
交
歓
の
様
は
前
記
り
ん
女
の
『
若
卿
』
に
詳
し
い
。

書
に
よ
る
と
、
共
後
も
両
者
の
間
に
文
通
が
行
は
れ
て
を
り
、
五
月
朱
拙
が
愛
児
を
失
っ
た
際
、

朱
拙
の
「
蓑
虫
の
荷
は
」
の
句
の
前
書
「
伊
勢
の
涼
菟
、
我
が
郷
に
年
を
へ
て
、
睦
月
の
十
日
あ
ま
り
、

涼
菟
は
『
中
や
ど
り
』
（
宝
永
二
年
刊
）
、
『
し
る
し
の
竿
』
（
同
一
一
年
刊
）

る
と
宝
永
元
年
十
二
月
、
中
津
か
ら
耶
馬
浚
を
経
て
日
田
に
入
り
、
此
処
で
越
年
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

亭

の
餞
別
吟
を
も
の
し
て
ゐ
る
。

初

花

に

列

ま

で

取

て

別

餞

別

力、

な

あ
り
、
り
ん
女
自
筆
稿
本
『
若
卿
』
に
よ
る
と
、
朱
拙
は
こ
の
外
に

涼

努
（
し
る
し
の
竿
）

に
よ

肥
後
の
方
に
赴
け
る
に
」
に
依
つ

早
速
宇
鹿
は
哀
傷
の
句
を
寄
せ
て
ゐ
る
の
で

故
郷
の
よ
め
な
に
喰
あ
き
、
ほ
こ
の
つ
く
し
も
つ
み
す
て
、
ひ
と
り
す
ら
ね
た
ま
し
か
る
べ
き
折
か
ら
の
た
4
ず
ま
ひ
な

る
に
、
風
納
泰
軒
の
か
た
を
も
我
が
も
の
に
と
り
絵
ら
れ
し
崎
陽
の
宇
鹿
子
に
別
侍
る
と
て

ー
同
じ
く
日
田
に
旅
寝
し
て
ゐ
た
が
宇
鹿
と
共
に

宇
鹿
の
「
稲
妻
も
」
の
句
の
前

朱

拙
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「
今
：
色
時
に
鰹
や
」
の
句
の
作
者
荊
口
は
大
垣
藩
士
宮
崎
太
左
衛
門
、
前
書
中
に
見
え
る
千
川
は
そ
の
次
男
岡
田
治
左
衛
門
、

藻
士
で
、
此
句
は
恐
ら
く
千
川
が
江
戸
詰
め
で
出
府
の
時
、
父
荊
口
が
酒
に
つ
い
て
い
ま
し
め
た
も
の
で
、
千
川
は
大
酒
飲
み
か
、

酒
に
関
す
る
彼
の
句
を
捜
し
た
が
「
菊
の
香
や
ふ
る
き
難
波
の
呑
手
共
」
（
『
韻
塞
』
）
の
一
句
し
か
見
当
ら
な
か
っ
た
。

哀
傷
の
部
に
は
丈
草
と
去
来
の
悼
句
が
見
え
る
が
、
こ
の
蕉
門
の
篤
実
な
二
俳
人
は
前
年
の
宝
永
元
年
に
歿
し
て
ゐ
る
。

十
七
年
一
一
月
廿
四
日
、
去
来
ほ
宝
永
元
年
九
月
十
日
に
死
去
し
て
を
る
（
三
月
十
三
日
改
元
）
。
去
来
の
悼
句
を
詠
ん
で
ゐ
る
朱
拙
に
は
『
芭
蕉

甕
』
に
も
「
十

H
洛
に
し
て
去
来
の
墓
参
に
」
と
前
書
し
た
「
追
日
我
が
友
よ
十
日
の
菊
の
形
」
の
句
が
見
ら
れ
る
が
、

「
正
月
を
出
し
て
見
せ
う
そ
」
の
去
来
の
句
は
『
既
望
』
に
「
稚
き
も
の
を
愛
し
て
」
と
し
て
入
集
し
て
を
り
、
『
芭
蕉
盟
』
に
は
「
い
と
け

な
き
も
の
を
愛
し
て
」
と
前
書
し
て
見
え
、
そ
れ
卜
＼
中
七
が
「
見
せ
う
か
」
と
な
っ
て
ゐ
る
。

と
云
ふ
事
は
、
朱
拙
が
余
椙
此
句
に
関
心
を
有
し
て
ゐ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

は
去
来
最
晩
年
の
作
で
あ
ら
う
。
元
緑
十
七
年
春
の
吟
と
す
る
と
、
長
女
登
美
が
十
歳
、

西
女
」
の
「
兄
弟
の
顔
見
合
せ
て
」
の
句
の
前
書
に
「
亡
父
西
国
が
七
め
ぐ
り
の
齊
に
」
と
見
え
る
が
、

ば
前
引
『
古
哲
伝
草
稿
』
（
著
者
不
詳
・
文
化
文
政
頃
成
か
。
日
田
市
橋
本
正
樹
氏
蔵
）
に
よ
る
と
元
緑
八
年
四
十
九
オ
で
歿
し
て
ゐ
る
の
で
、

「
肥
後
小
国

い
ふ
事
に
な
る
。

渉
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

本
集
に
は
又
彼
の
「
名
月
序
」
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

で
も
あ
っ
た
の
か

Q

海

山

に

事

は

か

4

じ

な

四

方

の

春

九

州

蕉

門

の

研

究

酉
鶴
門
の
中
村
西
国

然
も
此
句
が
見
ら
れ
る
最
初
の
集
が
本
集
だ
と
す
る
と
、
こ
れ

次
女
多
美
が
八
オ
の
い
た
い
け
盛
り
の
初
春
の
句
と

斯
＜
朱
拙
系
の
三
俳
書
に
採
録
さ
れ
て
ゐ
る

去
来
生
前
に
朱
拙
と
交

涼

四
六

菟
（

郎
ち
丈
草
は
元
蒜

酒
乱
の
癖

同
じ
く
大
垣

同
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九
州
葎
~
門
の
研
究

の
二
つ
の
形
で
従
来
知
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
、
『
栞
集
』
は
後
年
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
前
後
園
』
（
元
緑
二
年
刊
）
は
他
流
の
言
水
の

撰
で
い
づ
れ
も
信
用
度
の
う
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
共
の
後
貞
享
四
年
秋
執
筆
の
真
蹟
が
現
存
す
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
、

里

の

子

等

梅

折

の

は
れ
る
の
で
あ
る
。

こ

せ

牛

の

鞭

四
七

句
形
も
真
蹟
の
方

（
前
後
園
）

魯
九
が
宝
永
二
年
に
日
田
を
訪
れ
た
時
日
を
大

此
事
は
今
迄
ど
の
俳
書
に
も
見
ら
れ
な

．
．
．
 

七
回
忌
は
元
蒜
十
四
年
に
当
る
。
尚
、
句
中
の
く
ゐ
な
の
季
か
ら
夏
に
歿
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
古
哲
伝
草
稿
』
や
『
亀
山
紗
』
（
森
春
樹

著
・
文
政
十
―
―
一
年
成
）
に
は
西
国
は
一
子
を
肥
後
小
国
奴
留
湯
家
に
蓑
子
に
や
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

．． 

湯
）
の
父
の
意
味
で
「
亡
父
西
国
」
と
記
し
た
と
思
は
れ
な
く
も
な
い
が
、
然
し
支
考
の
『
簗
日
記
』
に
「
な
に
が
し
西
国
と
い
ふ
お
の
こ
の

ゆ
か
り
の
人
に
て
お
ば
せ
ば
」
の
記
が
述
あ
る
が
、
父
子
の
関
係
を
ゆ
か
り
人
と
一
云
ふ
の
は
ど
う
も
し
つ
く
り
し
な
い
。

主
人
国
湯
が
西
国
の

実
子
と
一
云
ふ
感
じ
が
し
な
い
。
私
に
は
国
湯
妻
の
俳
号
が
四
女
と
云
ふ
の
は
西
国
の
女
の
意
味
で
号
し
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。

が
国
湯
に
嫁
い
だ
と
考
へ
る
方
が
、
菌
湯
を
さ
し
て
西
国
の
「
ゆ
か
り
の
人
」
と
云
ふ
言
葉
に
ぴ
っ
た
り
す
る
様
で
あ
る
。
実
子
の
国
湯
に
父

の
迫
善
句
が
な
い
の
に
、
七
回
忌
に
養
子
先
の
嫁
が
義
理
の
父
の
追
善
句
を
わ
ざ
／
＼
発
表
す
る
の
も
ど
う
か
。
西
女
は
西
国
の
娘
の
様
に
思

「
若
竹
や
」
の
朱
拙
の
句
の
前
書
に
よ
る
と
、
朱
拙
は
宝
永
二
年
五
月
七
日
一
子
を
亡
く
し
て
ゐ
る
。

か
っ
た
事
実
で
あ
る
。
又
こ
れ
と
関
係
し
た
魯
九
の
「
籠
り
居
る
」
の
句
の
前
書
に
よ
っ
て
、

よ
そ
明
ら
か
に
な
し
得
た
の
は
倖
せ
で
あ
っ
た
。

芭
蕉
の
「
里
の
子
よ
鞭
お
り
残
せ
梅
の
花
」
の
吟
は

さ

と

の

こ

よ

梅

お

り

の

こ

せ

う

し

の

む

ち

（
真
蹟
．
栞
集
）

西
国
の
一
女

酉
女
ぱ
夫
惣
左
ェ
門
（
俳
吾
国
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の
発
句
及
び
前
饗
に
よ
っ
て
そ
の
関
係
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、

J

れ
と
て
年
代
を
叩
確
に
な
し
得
な
い
。
『
古
哲
伝
草
稿
』
に
は
翁
歿
後
翌

柳

さ

＜ 

ら

都・

は

春. ~ ま

の

.. 
ノ‘

味

丸

朱

枡

主

は

誰

山

吹

し‘

ず

,. 
ノ‘

味

丸

な
し‘

゜

共

角

寝
て
か
ど
へ
蓮
に
さ
そ
ふ
あ
さ
げ
ら
け

「
し
の
ば
ず
が
池
へ
は
私
宅
よ
り
一
二
十
余
丁
な
り

朱
拙
と
其
角
の
交
渉
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
ゞ
『
星
合
集
』
の

然
し
本
書
の
「
肥
前
の
舟
中
口
号
」
の
前
書
に
よ
り
、

博
士
が
元
緑
囮
年
以
前
の
句
と
さ
れ
る

，
が
信
頼
さ
れ
、
年
代
も
貞
享
四
年
頃
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
穎
原
退
蔵
博
士
著
『
芭
焦
俳
句
新
講
』
参
照
）

Q

が
こ
の
書
の
所
載
句
は
そ
れ
ら
と
又
句
形
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
添
書
に
「
天
和
の
は
じ
め
、

て
の
吟
な
り
」
と
あ
り
、
年
代
が
や
4

お
く
れ
る
だ
け
勿
論
こ
の
記
事
も
疑
ほ
し
い
が
あ
る
ひ
ほ
何
か
依
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

去
来
の
「
他
の
海
に
高
飛
し
た
る
」
の
句
は
『
芭
蕉
盪
』
に
も
見
え
、
「
長
崎
へ
赴
く
道
中
」
と
前
書
か
あ
る
ー
）

は
『
芭
蕉
．
去
来
』
の
中
で
「
こ
れ
は
五
月
中
の
作
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

恐
ら
く
元
緑
四
年
以
前
の
あ
る
時
の
事
で
あ
ら
う
。
「
高
飛
し

た
る
」
な
ど
と
い
ふ
の
に
も
、
何
か
も
っ
と
若
い
折
の
語
気
が
感
ぜ
ら
れ
る
」
と
述
ぺ
て
を
ら
れ
る
。

の
は
、
元
緑
十
一
年
の
去
来
の
長
崎
旅
行
の
時
期
が
秋
に
当
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

元
緑
十
二
年
夏
、
長
崎
滞
在
中
の
去
来
が
所
用
か
何
か
で
肥
前
の
海
上
に
あ
っ
て
吟
じ
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
様
で
あ
る
。

十
八
丁
に
朱
拙
宛
の
其
角
書
簡
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
句
は
助
然
の
『
続
山
彦
』
に

共
角
」
と
し
て
入
集
し
て
ゐ
る
。

ひ
と
4

せ
晋
子
と
六
味
丸
の
店
に
ま
か
り
て
、
短
冊
の
ぞ
ミ
侍
る
に

九

州

蕉

門

の

研

究

四
八

）
れ
に
つ
い
て
頴
犀
博
士

浪
土
な
に
か
し
の
も
と
に

と
こ
ろ
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九

州

蕉

門

の

研

究

四
九

行
脚
中
の
露
川
と
長
崎
で
会
し
て
ゐ
る
（
『
西
国
曲
』
）
。

年
と
し
て
、
朱
拙
が
江
戸
難
波
橋
に
其
角
を
訪
う
た
時
、
共
角
が
も
の
し
た
「
送
朱
拙
兄
序
」
と
云
ふ
も
の
が
掲
げ
て
あ
る
。

愛
に

こ
れ
に
よ
る
と

朱
拙
は
十
一
月
か
ら
翌
年
五
月
迄
江
戸
に
滞
在
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
が
、
元
緑
八
年
冬
は
惟
然
と
共
に
日
田
に
朱
拙
は
ゐ
た
の
で
あ
る
し
、

の
年
月
に
さ
う
し
た
期
間
を
見
出
し
得
ず
、
従
っ
て
其
角
生
前
の
朱
拙
東
武
行
に
は
私
は
今
の
と
こ
ろ
疑
問
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
唯
、

こ
の
書
簡
に
よ
っ
て
朱
拙
と
共
角
と
、
二
人
の
間
の
交
誼
が
あ
る
程
度
考
へ
ら
れ
る
。

「
し
ら
ぬ
火
や
夜
寒
さ
の
ほ
る
」
の
怒
風
の
句
は
そ
の
前
書
「
肥
後
の
国
八
代
の
海
に
し
ら
ぬ
火
見
物
に
罷
り
て
」
と
あ
り
、
九
州
行
脚
中
不

元
詠
十
一
年
支
考
来
遊
の
時
は
朱
拙
と
共
に
黒
崎
に

州
に
あ
り
、

知
火
見
物
に
八
代
を
訪
れ
た
事
が
わ
か
る
。
怒
風
は
九
州
に
は
属
々
杖
を
曳
い
て
を
り
、

を
り
（
『
巣
日
記
』
）
、
元
藤
十
二
年
野
披
が
長
崎
に
旅
寝
の
頃
に
は
又
長
崎
に
あ
っ
て
共
に
名
月
を
賞
し
て
ゐ
る
。

制
作
年
代
は
明
確
で
な
い
が
、
元
緑
十
二
年
の
九
州
行
脚
中
の
吟
か
。

こ
の
句
は
叉
前
書
な
し
で
寸
木
撰
『
花
の
市
』
（
正
徳
二
年
刊
）
に
も
見
え
る
。

『
山
彦
集
』
と
云
ふ
の
は
『
続
山
彦
集
』
の
事
で
、

そ
の
後
享
保
元
年
に
も
九

曾
米
の
「
牛
売
て
伯
母
の
道
き
る
時
雨
哉
」
の
句
は
「
山
彦
集
に
去
来
と
あ
や
ま
り
た
る
か
ら
愛
に
改
め
侍
る
」
と
添
書
が
あ
る
が
、

、
、
、

成
租
同
集
「
牛
売
て
伯
父
と
道
き
る
時
雨
か
な
」
の
句
の
作
者
は
去
来
と
な
っ
て
ゐ
る
。

し
か
も
後
の
蝶
夢
の
『
去
来
発
句
集
』
（
明
和
八
年
刊
）
に
は
追
加
と
し
て
こ
の
句
を
収
め
、
故
安
井
小
洒
氏
の
『
蕉
門
名
家
句
集
』
も
去
来
の

部
に
収
め
、
如
れ
も
誤
を
襲
う
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
集
に
よ
っ
て
そ
の
正
誤
が
は
つ
き
り
し
た
わ
け
で
あ
る
。

梅
丸
の
「
月
雪
と
集
め
て
梅
の
」
の
句
の
前
書
の
「
宗
因
を
師
と
し
、
は
せ
を
翁
を
し
た
ふ
し
れ
も
の
」
と
一
k

ふ
の
は
朱
拙
を
指
し
て
ゐ
る

様
に
思
は
れ
る
。
朱
拙
は
『
土
大
根
』
中
に
「
拙
、
大
坂
の
客
舎
に
あ
る
こ
ろ
西
山
宗
因
に
む
つ
び
て
連
俳
の
事
を
問
ひ
て
一
字
々
」
と
述
べ
、

又
同
集
に
「
拙
が
日
、
、
し
か
り
ひ
と
4
生
故
翁
（
芭
蕉
）
難
波
の
旅
店
に
い
ま
そ
か
る
比
、
文
通
に
此
事
を
問
ひ
た
る
に
」
と
も
一
K

つ
て
ゐ
る
。

他
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九

州

蕉

門

の

研

究

そ
の
序
中
に
も
「
於
乎
亡
師
い
ま
そ
か
ら
ば
此
体
段
を
ゆ
る
し
給
は
ん

や
」
と
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
宝
永
以
後
朱
拙
は
九
州
地
方
の
俳
人
達
に
斯
う
し
た
事
を
話
し
廻
つ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
が
、

た
如
く
初
期
の
彼
の
足
跡
か
ら
考
へ
て
疑
は
し
く
、
例
の
「
宗
祇
の
蚊
帳
」
の
た
ぐ
ひ
と
思
ほ
れ
る
が
、

『
漆
川
集
』
の
所
載
句
に
つ
い
て
述
べ
た
い
事
は
未
だ
外
に
も
い
ろ
／
＼
あ
る
が
、
紙
数
の
加
減
で
こ
の
位
に
し
て
お
か
う
。

『
漆
川
集
』
板
本
の
発
見
に
よ
っ
て
斯
う
し
た
幾
つ
か
の
未
知
の
事
柄
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
。

尚
、
最
後
に
述
べ
た
い
事
は
、
宝
永
・
正
徳
・
享
保
に
ハ
げ
て
九
州
に
は
野
披
・
孟
遠
等
の
勢
力
が
可
成
り
扶
植
さ
れ
、

前
・
筑
後
・
肥
前
・
豊
後
方
而
の
勢
力
は
侮
り
難
い
も
の
が
あ
っ
た
。
田
代
の
紫
白
・
紫
青
等
の
俳
人
逹
、
内
野
の
助
然
、

後
年
披
門
に
走
り
、
野
披
の
指
導
を
受
け
る
様
に
な
り
、
朱
拙
は
可
成
り
苦
し
い
状
態
に
浴
入
る
の
で
あ
る
。
然
し
、

穂
俳
壇
の
多
く
の
人
々
は
篤
実
に
朱
拙
の
指
導
下
に
結
束
を
固
め
て
ゐ
た
様
で
、
亨
保
九
年
、

後
見
の
も
と
に
『
芭
蕉
堕
』
を
編
集
刊
行
し
た
が
、
『
芭
蕉
盟
』
に
は
土
朗
・
知
方
の
句
以
外
に
多
く
の
同
地
方
俳
人
の
句
を
見
出
す
事
が
出

来
る
の
で
あ
る
。

（
一
九
五
三
年
七
月
二
十
五
日
）

と
ま
れ
、
こ
の

特
に
野
披
の
筑

筆
を
掴
く
に
当
り
、
貴
重
な
『
漆
JI
』
集
原
本
の
翻
刻
紹
介
を
許
さ
れ
た
、
そ
の
所
蔵
者
九
州
大
学
教
授
田
村
専
一
郎
氏
、
並
び
に
本
稿
の
執
筆
に
多
く

の
援
助
を
受
け
た
九
大
文
学
部
特
研
生
大
内
初
夫
君
に
裸
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。

し
た
策
略
が
既
に
朱
拙
に
は
必
要
に
な
っ
て
来
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
,,.._;o

又
『
芭
蕉
藍
』
に
芭
蕉
か
ら
直
接
お
く
ぢ
れ
た
と
一
云
ふ
付
合
を
並
べ
、

同
地
飯
塚
の
菊
田
有
隣
が
久
方
振
り
で
朱
拙
の

斯
う
し
た
時
な
ほ
、
嘉

そ
の
他
の
人
々
ほ

蕉
門
故
老
逹
と
対
抗
す
る
に
ば
斯
う

五

0

）
れ
は
前
述
し

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

五
一

歳

旅

乙

酉

冬

錯

月

は
し
め
な
ら
す
や
な
と
戯
れ
捨
て
、
此
ギ
の
鐙
下
に
足
を
の
は
し
て
ふ
し
ぬ
。

漆
川
は
野
見
山
氏
土
明
の
撰
躙
．
な
り
e

土
明
語
｀
ら
く
、
凡
風
雅
堅
地
な
ら
さ
れ
は
、
表
詞
う
つ
く
し
う
ぬ
り
ま
↑
し
て
も
、
い
つ
と
な
く
打

ァ

4

ク

j

ヲ

は
か
さ
れ
て
、
花
鳥
の
入
物
口
惜
う
な
り
も
て
ゆ
け
る
。
世
の
中
の
有
さ
ま
を
此
名
に
寄
せ
て
ま
も
れ
る
な
り
と
、
於
乎
風
蔀
男
な
る
か
な

C

他

南
に
知
方
お

日
俳
城
の
英
雄
と
な
り
て
、
乾
坤
の
箱
に
造
物
の
出
し
入
、
心
の
ま
4

な
ら
ん
事
疑
ひ
あ
ら
し
。
此
所
酉
に
助
然
、
北
に
季
水
、

フ
サ

り
て
、
各
そ
の
手
を
か
た
め
り
。
今
亦
此
主
東
方
を
塞
け
つ
れ
は
、
い
か
な
る
吟
人
狂
客
入
替
／
＼
あ
ら
手
を
寄
セ
た
り
と
も
、

コ

＾

サ

キ

ヲ

＊

サ

カ

ッ

キ

ナ

ヶ

り
句
を
出
さ
せ
す
。
声
先
の
高
名
に
↑
大
盃
を
投
出
し
て
、
右
往
左

セ
メ

精
兵
四
人
か
こ
4

ろ
を
合
せ
て
、
茶
つ
け
攻
に
せ
め
付
た
ら
は
、
つ
ゐ
に
や

往
に
飲
ち
ら
さ
は
、
む
く
つ
け
き
や
つ
こ
豆
腐
も
座
中
に
た
ま
ら
す
。
大
勢
は
頭
巾
を
お
ろ
さ
せ
む
事
、
日
を
か
そ
へ
て
待
へ
し
。

機
を
照
ら
し
て
、
あ
ふ
な
き
処
を
仕
て
と
ら
は
、
蕉
翁
何
ン
人
そ
。
つ
と
め
よ
／
＼
、
も
と
よ
り
此
筋
↑
人
の
心
を
種
子
と
し
て
、
萬
の
笑
ひ
の

」
ニ
オ

諧 誹

俳

諧

漆

川

集

序

漆

JI( 

土

明

撰

朱

拙

設

書
」

変
に
応
し

句
吹
は
や
の

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



定

宿

に

星

も

休

や

鏡

や

ま

尾

州

露

JI[ 

真

野

は

一

一

度

勢

多

に

は

今

や

初

時

両

0:）
 

や

慕

風

の

あ

し

た

比

恵

の

山

白

波

大

坂

諷

竹

江

戸

野

披

秋

立

て

ち

ら

り

と

し

け

り

辛
崎
の
あ
た
り
に
吟
行
し
て

念

仏

水

同

非

群

あ

は

れ

露

粒

捩

に

横

ま

く

ら

蝶

／

＼

の

花

に
化

粧

水

、

横

ま

念

仏

い

ふ

は

豊

後

の

名

跛

な

朱

拙

か

文

に

聞

え

け

れ

は
化

粧

は

こ

ふ

や

水

＜
 ら、

葛

飾

の

郡

は

な

れ

し

花

の

雲

芭

蕉

症

眺

望

天

和

の

初

の

吟

な

る

よ

し

箱

根

越

す

人

も

あ

る

．

ら

し

今

朝

の

雪

名

所

九

州

蕉

門

の

研

究

り

と
K

と

7
 

同

半

伊

賀

土

江

戸

杉

芭

蕉

老
五

L 
残 芳 風

」
三
ォ

人

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九
州
韮
~
刊
の
研
究

薄

着

す

る

我

引

と

る

な

冬

か

つ

ら

引但

つ馬

ら の

国

の

山

家

に

て

吟

れ

て

笠

の

端

や

昼

中

暮

て

汗

拭

の

や

山

吹

の

瀕

の

定

め

て

春

ハ

花

わ

た

り

西

国

へ

行

人

に

江
戸
を
出
け
る
時

悼
多
を
出
る
と
て

山

雀

の

家

を

尋

ぬ

る

霜

蹄

哉

鯛

の

背

を

詠

め

て

す

4

め

汐

の

旅

と

せ

う

骨

別崎

る水

と の

宇

鹿

と

、

て

餞

別

留

別

贈

答

あ

け

ほ

ふ

こ

み

た

れ

鯉

卸

を

の

地

に

貶

浅

し

朧

も

は

け

す

淡

路

島

｛曽

五

惟 ± 野

膳

所

洒

豊

後

朱

大

津

松

美

濃

木

然
」
五
オ

朗 披 堂 拙

L-

」
四
オ

琵 因

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



此

虚

若

竹

言

遠 そ

州

嶋

田

の

夜

泊

は

塚

本

氏

障

子

重

の

雪

礫

や

雪長・ 頭

の崎

発に

句あ

のる

そ比

みお

けか

るし

にこ き

も

を

の

東
武
に
お
も
む
く
人
に

し

あ

げ

て

日

租

雲

参

官

の

人

に

金

鍔

に

春

は

桑

名

の

七

里

か

な

今

は

色

時

に

鰹

や

鴻

の

池

の

4

酒干

の Jfl

事か

な江

と 戸

し、ヘ

ま ま

しか

め

るけ

り

とる

てに

蓑

虫

の

荷

は

軽

み

た

り

雪

な

た

れ

伊

勢

の

涼

年

を

へ

睦

肥

後

の

方

kこ

赴の流

我

か

郷

十

日

あ

ま

け

に
る

月

い

さ

火

煽

わ

た

れ

野

に

向

顔

て

な

し

老

て

旅

立

人

に

九

州

蕉

門

の

研

究

り に；

筑

前

朱 丈

肥
後
小
川
残

美

濃

荊

朱 野
五
四

←拙

六
オ

草 考 口 拙 吟

Lー，

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九
兄 眼 ち 有

州 弟 を る 哀 宿
燕 の 明 悼 花憶 を

門 しけ文愛四
傷

良 亡 て を 忘 か け ふ の
の

去 丈 芹
研てれ月子方 見 父 思 狂 れ へるけ家

究 はのを郎合 西 案 ひ
懐

しに た を
来 草 て

文うの て 国 も 残 旧 に お ー 尋
其 出 し 一租 くれ ぬのし主 ＜ 力、

な た tょ人
来 て の ’‘ ゐ 七
す

り ヘ
け ょ 五

は
薄 物腋 ヵヽな め,,、 菊 な

きり れ 月 力、 ＜ の れ 着 tよ宿
り

を に の な り 宿 猪 哉 と に

きけ は の あ し

追--る し 齊 り泊を

憶え事め にこ しり夜

五
五

肥
後
小
国
酉 朱 洒 野

女
」
七
オ

拙 堂
L— 披

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



H

の

春

を

祝

若

竹

や

我籠朱

豊 も り拙

に

鶴

の

歩

み

か

な

言

籠

り

居

る

人

な

く

さ

め

よ

花

あ

ふ

ひ

の

ぬ
居

ら
此

里
し

にれ
愛

旅し
子

ね折 の

しか j!Ij

て ら

江

戸

其

美

濃

魯

角
Lー・

九

にこ

照

る

そ

ら

も

恨

ら

れ

け

ん

花

葵

筑

前

定
」
八
ォ

朱

拙

の

最

愛

に

お

く

れ

ら

れ

し

に

袖 今

年

五

月

の

七

わ

す

れ

か

た

｀

み

と

つ

る

お

の

．

童

を

う

k
 

7
 

に

は．

り

合

の

玉

朱

拙

老

杜

も

も

て

な
な

ひ

し

て

日

しか

さ

4

め

た

る

手

も

と

も

今

是

も

お

と

ろ

く

文

た

〈

薄

月

夜

同

楚

追

従

の

涙

是

見

よ

山

の

露

同

砂

戎←丈

目

に

見

え

ぬ

耳

の

あ

へ

れ

の

葉

か

な

同

古

道

稲

妻

も

よ

り

長

綺

宇

九

州

蕉

門

の

研

究

五
六

鹿

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九
州
葦
~
門
の
研
究

京

な

る

人

の

県

里

の

子

も天

と和

にの

ては

のし

吟め

な浪

り士

な ＇，の

に花

ょ

鞭

お

り

残

鶯

の

口

出

し

し

た

る

せ

梅

梅

.?'-

若

菜

の

四

と

せ

か

な

七

く

さ

に

き

っ

と

古

葉

の

余

寒

哉

七

出

ゃ

,. 
ノ‘

日

,;>ヽ

月

も

宵

の

ほ

と

土

あ

そ

ひ
稚
子
を
愛
し
て

は

し

む

る

烏

の

若

な

哉

紐

に

名

に

つ

ま

れ

た

る

若

な

裁

若

菜

ノ一、

正

月

を

出

し

て

見

せ

う

そ

鏡

も

ち

か

し

の

筑

前

茸
七 是

越

中

嵐

士

豊

後

婦

り

大

津

正

京

去

」
+
オ

翁 寸 」 青 明 ん一秀
」
九
オ

来

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



松

の

木

に

な

し

み

か

＼

り

て

か

す

み

哉

笠

買

ふ

て

海

お

も

し

ろ

き

霞

哉

士

美

濃

噂

明←風

十

オ

山

雀

に

そ

ら

言

さ

せ

る

霞

か

な

筑

前

助

然

力‘

す

み

そ

は

切

の

腹

は

分

ン

な，の

り

春

の

雨

野

披

春

さ

め

や

畠

の

土

ゆ

す

り

合

丈

出

春

雨

しま

枝

／

＼

の

有

た

け

梅

の

月，三

夜か

ヵヽ

な

野

L 披

ま

た

さ

か

ぬ

梅

の

梢

や

の
月

諷

竹

山

雀

の

扶

持

は

な

さ

れ

か

梅

の

花

、

河

白

口

明

て

叉

鼻

向

ケ

て

梅

の

は

な

京

を

出

て

正

月

五

ツ

梅

の

花

ま

五

と

せ

な

り

し

許

に

九
州
輩
~
門
の
研
究

か

り

て

筑

前

知 朱
五
八

弓ニョ 方 拙

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

五
九

雛

の

日

は

な

を

聡

か

し

く

指

の

爪

野

披

上

己

は

飛

植

に

し

ま

ら

ぬ

庭

の

椿

か

な

越

中

浪

拍

手

に

落

て

玉

な

す

椿

哉

江

戸

嵐

奉

納

木

の

下

ヘ

律

儀

に

落

る

梼

裁

尾

州

斗 ノノノ大ー

雪
」
十
ニ
オ

じIA
 

旭

梢

よ

り

活

て

椿

の

し

ほ

ら

し

や

風

二
．仁＾

婆^

の

眼

と

赤

う

列

立

椿

か

な

朱

拙

椿

葬

に

さ

そ

ふ

星

あ

・

る

蛙

力ら

な

肥
後
河
尻
心

←計

呑

込

ん

て

嗚

や

か

は

つ

の

星

月

夜

春

な

れ

や

田

の

力入

は

つ

青

海

苔

に

暗

蛙

尾

州

荷

彦

根

許

乃 六

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



さ
朝
の
桜
と
い
ふ
に
て

此

橋

て

明

日

も

そ

ろ

タ
く
れ
の
橋
と
い
ふ

頸
を
さ
く
り
て

乗

時

．

花

/',, ，，，、

留

主

を

す

る

我

な

わ

す

れ

そ

雛

あ

る

き

に

く

らき

動

気

起

／

＼

の

腹

に

た

て

嬢

し

雛

の

里

ん

山

さ

く

ら

編

笠

の

は

人

ら

し

き

兵

を

出

す

や

5

花
つ

桜

有

明

も

葉

の

即

く

ら

し

花

さ

く

ら

の

空

筑

ー、
即

朱 市 木

く

ら

助

l— 拙 道 因 然」

+i-]オ

き

る

や

花

の

空

筑

前

季

水

大

和

路

を

花

順

．

礼

と

名

乗

ら

は

や

正

秀

花

雛

の

日

や

は

せ

く

り

て

懐

手

長

崎

遊

女

花

我

か

1. 

に

り

石ん
L— 

肥
前
薗
部
婦
紫

九

州

蕉

門

の

研

究

ヘ

ハ
0

貞

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

肥
前
の
舟
中
口
号

水

鶏

は

黄

烏

や

野

そ

ら

に

或

て

岨

は

た

け

豊

前
ノ‘

其

饒

頭

を

な

ら

せ

う

な

ら

は

柳

哉

美

濃

如

香行
L— 

梅

の

木

に

囀

り

す

て

る

雀

か

な

筑

前

野

涼

取

し

め

ぬ

あ

そ

ひ

心

や

土

筆

豊

前

梅

丸

行

r
や

平

野

八

購

あ

れ

仕

廻

大

津

楚

江

乖
?I-" 

の

蓑

の

着

そ

め

や

腹

赤

釣

江

戸

吏

邦

沙

汰

も

な

き

里

の

仕

出

し

や

八

菫

さ

く

ら

春

の

題

し

ら

す

」
十
四
ォ

盛

後

寂

芝

春

の

日

に

桜

は

餅

に

砂

糖

哉

野

披

伯

父

の

手

に

い

ら

し

／

＼

と

桜

か

な

± 

明

骨

折

を

今

年

見

て

取

桜

か

な

筑

前

野

率
曰，
 

簑

に

来

て

叉

今

日

も

さ

く

ら

哉

宇

鹿

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



若

竹

に
若

音

の

付

た

る

見

込

聟

か

来

て

金

屏

に

風

竹

―
―
―
日
月
や
照
と荷

も

と

芥

子

の

花

か

な

て

や

け

し

の

花

4

か

ね

と

芥

子

の

花

を

と

る

日

や

芥

子

の

花

宇 ± 

筑

前

霜

肥

後

河

尻

楊

」

そ

は

ゆ

き

振

も

ほ

た

る

の

後

か

な

士

後

手

に

文

を

請

取

ほ

た

る

哉

季

石

菖

に

螢

の

ほ

し

き

タ

カ、

な

杉

ほ

た

る

は

夜

あ

る

き

に

母

寝

さ

せ

つ

る

水

嬌

哉

共

世

を

海

に

高

飛

し

た

る

＜

ゐ

な

哉

去

九

州

蕉

門

の

研

究

六

鹿 明 輪吟
L— 明 水 風 角」

十
五
オ

来

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

六一――

五

月

雨

や

投

足

見

す

る

桐

の

花

宇

鹿

題

不

知

ゆ

ふ

た

ち

に

遊

ひ

直

す

や

烏

の

声

り

ん

夕

立

や

日

う

そ

つ

＜

藪

林

知

方

夕

た

ち

有

明

の

か

け

た

と

嗚

か

ほ

と

尾

州

東

L-推

薄

羽

織

着

て

出

る

空

は

時

烏

4

き
す

是

寸

十

六

夜

や

峯

片

わ

け

て

ほ

と

4

き

す

豊

後

野

紅

卯

の

花

に

空

取

立

て

ほ

と

4

き

す

朱

拙

時

鳥

葉

に

立

て

初
―
―
―

日

月

や

今

年

竹・哉

肥
前
田
代
婦
紫

若

竹

の

取

広

ヶ

た

る

月

夜

，
助

然
」
十
六
オ

白

若

竹

に

た

ま

し

ゐ

す

＾

る

雀

か

な

甫

道

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



寝 ぬ ぬ 夕 五 暗捌 山 夕 な 九

て り か 顔 月 力‘ き 水 止＇ つ 州

ぬ敲あ 門
三し 笠

味
に 雨

り 得 に
助 は 草 蕉

へきり
十 の 噌 を 然 山 の 門

ヘ 余 は の ほ の ぬ 手

き起 明
丁す に； 出 亭 にこ 宣/' の

連 なか 若 蓼 と 道 れ
夏 巾 iこ ひ 加研

にこ の り池 葉 け を 野 を 究
にこ ヘ の け； 軽 て か

院しほ ,,,.、 にこ
青 て 次而 耳心 の あ

さ 私 ミ
ヘ

かてと 宅
況 ミ 渡 ん か 牛 て れ

け ¥ 
そ よ む や し

付
腸り 夕

る て の と

も き ふ 朝 あ 日
緋 ち

て 日 ほ
雀 小

や
尾

いす 朝 ヵヽ か 芝 先
か か る

す
ら め

ひ な 朗 な け な 原 草哉．な な 桜
'.. 

ら

み触L— は

十
八
ォ

其

長

崎

単

紫

長

崎

春

野魯正

角 秀 L-九情披貞オ定

大長

津椅

細瓜四

堤
」
十
七
オ

石

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

六
五．

看

経

の

間

を

あ

さ

か

ほ

の

盛

哉

許

植

花

七

タ
の
．
尻

を

はま

ヵヽ

す

や

穂

光

り

筑

前

紅

文

月

の

す

ま

ぬ

か

＾ る

や

天

の

川

り

も

の

夜

逢

と

て

星

の

な

ら

し

か

な

筑

前

又

行

里

に

は

つ

と

小

笹

の

雫

か

な

土

七

夕

の

共

身

明

て

や

夜

の

ね

た

み

夜

さ

を

人

か

わ

る

さ

に

里

の

沙

汰

牛

．

女

は

朱

拙

様

御にぬふ

推て
ん

敲御
とた

斌座二る

の候半人

にの
み如

さい

り

々

らか

何そ

し

ひて

起

出
た

る

々

古 朱 共

,~ 
ノ‘ 玉

」
十
九
オ

ん 推 明 道 拙
L— 角

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



松

た

け

や

お

な

し

寒

さ

さ

茸 し

秋

狩
虫

に

を

な

し

色

我

か

事

と

お

も

ふ

て

嗚

や

き

り

！

＼

す

鈴

む

し

に

息

を

か

そ

ゆ

る

タ

ア

哉

京

浪 野 為

（

マ

>

)

あ

え

ら

れ

し

菜

風

の

草

の

休

ミ

か

な

．
 

ま

せ

て

稲

妻

走

る

野

分

か

な

是

二化 吟 有 」
-
―

i
ー
オ

寸

知

方

菜
緊

0
マ

＞

）

風

控

花

や

葉

に

交

る

も

水

の

味

朱

友
と
ち
の
不
和
な
る
中
直
り

と
り
も
ち
て

拙
L_ 

あ

さ

か

ほ

や

葉

に

う

つ

し

て

も

花

の

霞

土

明

舜

の

そ

れ

も

千

年

か

露

の

王

諷

九

州

蕉

門

の

研

究

六
六

竹

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九
お お お 茸茸

州 も も も 狩狩

蕉明［馬 名 ふ 寒 ふ
七 ふ 草 寒上お や や

門 上 事
事

事 の さに も 胴此コの にこ 月， 力‘ さ 夕 穣
研 に 夜 ほ ふ 打方チ

究詩 菓:
た にこ のす 事

序 り は 巾 は 出 は ツ の

を を ほ に て 題 えと 所；眼
の もそ 明 てい にこ

吟横
む

け を
草 ふ

借
て る 転： す

すた る
星 野 さの 五 ひ

寒 は
草

るえ さ の ら
＜ 字 出 履

哉 里 哉
穂 を

る 取
はて り七 句

縣1 月 て夕の

六
七 り 紫 朱 季野

ん 貞 L.拙

廿

才

水紅
l— 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

吹止開幸あ名秋と秋ハ好引は身労瘤鉄I波肝ふ命l蕉

て事てなまにに＼東あしてたのし の門
はに衣jvこをく の

す巨
らたしへし武りてはへ今

な』ウ度あたか 足
ら 常研

のを
す 去の尻醇涼やく i散を ひ露 tこ究

し
あふょ た

や 年明I 餅 I もを
ま 放 ひ武る ぎ し奈いり灸や枕し

さぬ蔵事こに時の酒＜っ 良とみて
るす てしい

の れ 野 とあな化殺月i ま
り

事へ さかし
と

叉
の

て
しそりに 1下I な心l寒 荒は

ら
も大良！三如ふ・けほ核に

かきの

籠な夜Iた国l事る、この友
しら身I風1炎I磯Iほ＼

し

魚Iにひをるにひのを仲る物をのむの重I霙のにを

た 秋

川の

に風お

鑢直も

六
八

L- 」
廿
―
―
才

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

相

伴

に

野

上

の

月

や

不

破

の

蓑

里
膜

書

．筆をな此家胸

を契＜会 iこをによゐや 1 .I. 野の菜！

在

~ 把
れ＾此 しりてま山東~ か

• て iまあ
こ

1 
て主す万は

声

てと今 .I. 猶る ら 海

也宵す
客 1 の 1 溺ら

馬ろ け．
ん

いこ風 こ
l 客み里 1 に な

ん
所 を t vこ

荻
れ I・

わゃ 愁〈なの友っ

すヵ、と方
のと

齊か光 を
り外 を聞

るなす lさくこに fこし か

ら明i寸く月 .1. 魂ぇた

川に信！事ん年lのり tこにをてふ

題たおな開た青 虫奪l

は

草

千為の
4-

え

て

の

し

＜
 

六
九

濃

州

千

一

、j
 

」
廿
四
ォ

l- 」
廿
＝
―
ー
オ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



杉

葉

あ

る

嘉

吉

か

家

を

け

ふ

の

影

題

を

さ

く

る

内

に

士

農

工

商

の

木キあ

啄-'?
キ

の

見

立

も

若

し

け

ふ

の

月

る

と

有

物

を

今

宵

の

月

の

た

め

名

月

や

粟

に

肥

た

る

鶴

の

友

或

亭

に

て

名

月

や

照

ら

れ

て

流

む

山

の

形

名

月

や

仮

．

屋

老

楽

や

刻

調、も

西

行

の

鰍

も

管

瀬

の

月

に

と

JI! Ur 

I
f
 

は こ

俳

諧

て

月

ー

ほ

九

州

蕉

門

の

研

究

サ＝多 iま

ふ

蒲

簾

け

ふ

の

月

ヘ

鐘

を

端

の

岡

大

坂

舎

豊

後

馬

仝 仝

寂 野 洒 正 荊 素 遊
七

0

羅 芝 披 P令

呈
'--

貞 秀 ロ 紅 糸

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

蔦

若

し

i

舜

雑

祭

り

日

の

し

ら

菊

/ヽ

題
/'. 

早

鐘

の

こ

ゑ

言

葉

や

出

来

て

菊

の

ー

花

そ

や

さ

れ

て

田

地

r, 

買

，，ヽ

し

菊

の

花

何

ん

の

と

咲

か

霜

の

中

秋

の

日

を

た

ら

し

て

菊

の

赤

ミ

哉

賑

力‘ 九

て

亦

静

．

に

て

菊

は

た

け

日

眼

に

列

て

尾

に

は

た

ら

く

や

賜

の

声

牛

買

の

旅

や

荒

た

る

期

の

馬

買

ふ

て

打

乗

上

や

賜

の

百

舌

鳥

そ

ら

を

声 声

草

木

に

出

し

て

月

の

老

高

な

し

に

猪

寝

る

や

け

ふ

の

月

同 筑

前
ーヒ

荊 助 千＾、知 士 杉 松 其

長

崎

卯

土

大

津

江

ロ」
廿
六
オ

a

然 JI[ 方 明 風
ヒ—•

つ律 紅 L, 
-w 明」

廿
五
オ

石

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



て

ん

／

＼

に

夜

明

る

星

と

時

雨

か

な

野

時

烏

秋

の

日

や

秋

の

日

の

届

キ

き

ら

す

や

漆

畑

伊

賀

万

桐

の

葉

の

う

ら

ヘ

廻

る

や

稲

ひ

か

り

ま

は

ゆ

か

る

癖

披 乎
」
廿
七
ォ

仝

為

筑

前

散

と

照

／

’

¥

薄

丹

葉

あ

な

つ

り

過

て

高

半

時

肥

後

河

尻

野

し

ら

ぬ

火

や

夜

寒

さ

の

ほ

る

草

の

先

美

濃

怒

肥
後
の
国
八
代
の
海
に

し
ら
ぬ
火
見
物
に
罷
り
て

萩

薄

声

聞

分

る

兎

か

な

杉

椎

樫

に

秋
有
付
．
ケ

て

夕

日

か

な

土

頬

先

の秋

憎＇そ

し‘

仕

出

し

に

芙

蓉

哉

百 木 狂 風

仝

阪

我

力ら

秋

そ

と

薄

穂

に

わ

た

る

肥

後

軽

か

も

瓜

の

あ

た

ま

か

ら

ち

る

柳

哉

L

の

声

少

ノ~ヽ

風

も

あ

る

か

な

り

丈．如

九

州

蕉

門

の

研

究

七

風l- 明 足 芦 山 行

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九
州
葦
~
門
の
研
究

初

雪

や

中

間

破

し

て

日

照

雲

雪

あ

ら

れ

霜

初

し

く

れ

妹

か

→ ・I-
余

か

す

の

捨

所

七・

伊

勢

涼

野

兎 L...紅

廿
八
え→

時

雨

る

や

鳥

の

尾

先

の

下

る

稲

又

推

た 山

彦

集

に

去

来

と

あ

や

ま

り

る

か

ら

簑

に

改

め

侍

る

牛

売

て

伯

母

の

道

去
U

る

時

雨

哉

長

崎

曾

米

物

の

葉

ヽこ

乗

れ

は

野

吟

丈

店

京

こ、d
り

て

時

雨

る

と

し

ら

せ

か

ま

し

や

藪

の

音

L— 拙

蝶

島

に

意

地

を

付

る

や

朱

し

く

れ

宿

酒

の

あ

ま

り

見

出

し

つ

村

し

く

れ

幾

度

初

時

雨

朱士

八

専

の

そ

ら

に

さ

し

込

時

雨

哉

の

子

あ

ろ

隣

や

稜

桐

の

葉

に

屹

と

あ

て

か

ッ
カ
ュ

乳

渇

小

夜

時

雨

ふ

時

雨

哉

尾

州

素

筑

前

風

肥

後

河

尻

素

明 覧 然 旭

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



子

共

や

つ

か

は

し

た

る

り

と

ひ

て

町

家

に

遅

う

阪

に

又

明

日

と

詠

め

ぬ

野

原

の

寒

か

な

の

寒

て

鶴

か

な

助

人

に

も

逢

_,., 

杉

寒
さ
と
い
ふ
に
て

目

の

替

に

屋

根

と

畑

や

霜

の

花

朱

然
」
廿
九
オ

風 拙

前
豊
の
川
家
に
て

雪

ふ

り

や

舟

の

中

な

る

人

の

声

仝

冷

村

ト
ス
カ
シ

器

に

あ

ら

れ

さ

し

4

や

く

筑

前

至

州

霜

雪

に

角

し

て

取

ラ

は

烏

か

な，
 

杉

間

哉

土

，

初

雪

や

星

ハ

共

ま

＼

あ

り

な

か

ら

明 L.定

ふ

と

こ

ろ

ヘ

雪

の

落

た

る

木

陰

か

な

江

戸

太

引

懸

て

股

野

を

投

け

し

竹

の

雷

其

初

雪

や

空

贈

ひ

て

ふ

り

直

す

筑

前

市

大 角 水

初

雪

に

う

そ

つ

か

せ

た

る

日

和

哉

野

九

州

蕉

門

の

研

究

七
四

寺
目

i
 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

七
五

み

そ

さ

楡

の

木

に

支

度

ら

し

さ

や

み

そ

さ

4

ゐ

4

ゐ

我

鍋

つ

か

み

見

て

く

れ

な

無
名
庵
に
あ
る
比

鱈

鵜

妥

に

来

て

我

狂

..,、

せ

よ

ち

る

木

の

葉

薄

噌

す

る

人

と

お

も

ふ

か

ち

る

木

の

葉

踏

込

ん

て

足

も

よ

こ

さ

ぬ

木

の

葉

哉

何

の

坊

か

の

坊

寒

き

木

の

葉

か

な

落

葉

iま

餅

掲

や

藪

有

鉾

に

夜

の

明

る

妹

か

子

や

は

し

か

み

と

い

て

餅

の

番

餅

つ

き

藍了

瓶；

に

切キ
レ

を

ぅ

し

な

ふ

寒

さ

哉

け

れ

け：

甫 惟

大

津

尼

智

肥

後

使

江

戸

潤 鋸 土 其 丈

道 然 月 帆 志 JI[
L— 朗 角 サi

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



馬
上
の
口
号

水

仙

は

そ

或 此

人

よ

り

贈

ら

る

不

知

是

．

否

筑

節

少

年

梅

句

東

武

の

素

棠

な

り

と

て

眠

ら

は

や

相

手

〈

多

し

fII
つ

し

き

作

考

不

知

月

言

と

集

め

て

梅

の

多

さ

か

な

梅

し

た

ふ

し

れ

も

．

の

に

招

か

宗

因

を

師

と

し

は

せ

を

翁れ

て を

冬

形

に

生

付

た

る

生

海

鼠

哉

江

戸

袋 野

年

わ

す

れ

そ

ち

冬
の
題
し
ら
す

隠
士
を
訪
ひ
て

の

椿

の

咲

た

な

ら

時

雨

れ

う

と

お

も

ふ

て

咲

や

枇

杷

の

花

の

も

つ

れ

て

も

花

咲

敷

筑
後
の
国
青
野
原
に
て

梅

の

木

に

と

ま

り

当

た

り

み

そ

さ

し

ゐ

九

州

蕉

門

の

研

究

筑

煎

朱 七
六

旭 こ丸 角 披 拙 器
」=＝+ォ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九

州

蕉

門

の

研

究

七
七

帯

屋

の

娘

大

ふ

と

り

す

る

野

吟

い

つ

や

ら

の

六

十

六

部

し

か

と

せ

ぬ

執

筆

浪

／

＼

中

・

に

鑓

も

う

ち

喰

ふ

朱

拙

あキ生あ

と

て

な

き

姫

蹄

の

盆

の

か

す

か

な

り

知

有

ワ
ク綿

の
て

内・肴．

_,,-ヽ

意

地・

と

又

降

甫

道
」
舟
ニ
オ

方

り

の

と

れ

ぬ

月

の

比

噂

は

か

り

に

御

触

つ

し‘

や

む

今

年ダ
ン

大

胆

な

舟

て

仕

当

る

分

限

に

て

も

書

は

西

国

か

勝

町
ー
プ
ズ
婚
る
形
も
冬
野
の
•
旅
鶉

と

や

き

と

な

し

侍

り

ぬ

友笈

も

ま

ろ

ひ

こ

み

て

日

の

の

連

衆

に；

遠

近

の

な

く

さ

め

る

お

り

ら

戯

れ方

に

の
画

し

て

か屋

にこ

四

た

＼
ヘ

す

茅

飩
．
＾
た

力‘

る

我

さ

ま

ゐ

を

L

め

け

ん

冬

の

笹

野

季 野 助 1

今寸 朱

吟

水 情 然 明
L 

←拙

舟

才

．
 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



釣・・ナ多 ひ 薬 芦目 昼 た 座 陽 も 鍋 神 段 左 此 風遊 九

木芯 そ
笠 ん

頭 炎 多平 楽-〈
秋 ひ州

師 定 は 官 呂

I の
か

の
は

日 蕉

屑^ ＼ の つ ら
の にこ

や も カ、 め 鋪 門
背

き
は に の の

と の む 草 て
守 中 て _. ~‘’p‘じ‘ っ｀初 な を 塀 研

に 八
手

す 鎌 ら た
ヘ ほ 隔 越究

の 寝 染 も
〈

＜ う 取
の 朔 ま 引 子 配 大 し 御 う

直； ゎ 癖 て Jレ過
; — は 祭 る 花豆 ほ 剌； つし—•

の て る つ
る 寒 し、 重

し 八 の て の る
る 月 な

纏
き 橡 番 う た にこ

見 手 起 瀕 十肝 通 燭
ま l. 露

沙 き み た 来 の 立 五 .Y町<- り 名 恨
明/、 力‘

霧汰 也 ち り り る 谷 ツ 日 lレ 衆 月 れ 頭 り

士：

助土 野 知甫季野朱士知野甫季野助士八

然明吟方 L 道水 情 拙 明 方 吟 道ヒ水情然明

舟

]オ

• 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



八
雲
御
抄
に
、
漆
川
は
此
国
に
有
と
は
か
り
に
し
て
、

九

州

蕉

門

の

研

究

季野助士野

水情然明吟

践
四五四五五

句句句句句

其
所
た
し
か
な
ら
す
。
儒
官
な
に
か
し
の
名
寄
に
ベ

麦

と

し

れ

た

る

春

の

日

加

減

執朱知甫

筆拙方道

七
九

ーニ四五
． 

句句句句

御
笠
の
郡
に
入
玉
ふ
め
れ

甫

L— 
道

」
舟
四
ォ

花

の

中

や

醤

油

仕

髪

っ

ん

は

か
ア

ン

マ

按

r
に

な

り

し

奉

公

落

9

1

n

シ
ー
ー
ヤ
ク

る

海

苔

に

筵

蒻

伊

賀

の

年

頭

に

う

<
 

季

水

か

け

野

情

て

助

然

四

五

畳

り

畳

ほ

し

た

て

土

明

大

切

な

玄JI い
I 

猪コふ

に~ 子

あに

ふ絵

てをお

餅書も

きてし

らや．ろ

ひるき

野

伯

父

と

知

吟方
L_  

紅こと

時

の

最

上

ほ

恋

の

甫

道

こ

て

か

た

し

ヵx

見

た

る

釣

髭

水

テ
｀
‘
、
セ
＾
ト
ッ
そ
｀
‘

提

て

見

て

直

き

る

出

店

の

鳩

鶉

季 野

, 清 ヽ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



宝
永
―
―
年
酉
十
一
一
月

な
と
う
め
つ
り
捨
て
、
此
集
の
は
し
く
れ
と
〈
な
り
け
り
。
猶
菜
の
花
の
つ
や
入
か
な
る
春
の
色
査
C

後
の
人
つ
け
れ
と
、

＊ヵ
7

ナ

枯
の
根
蕪
を
蒔
を
け
る
の
み
。
馬
焉
魯
魚
は
見
ゆ
る
し
た
ま
へ
と
し
か
い
ふ
。

此

組

て

木

の

葉

さ

ら

え

よ

漆

川

春

待

烏

や

漆

川

京

寺

町

書

碑

井

筒

屋

庄

兵

衛

板

条

上
筑

前

lレ

土

朗

撰

朱

く
た
／
＼
し
き
冬

拙

腰

懸

て

知

方

梅

咲

て

と

る

や

ら

寒

し

漆

川

助

然

唐

網

に

雪

の

光

り

や

う

る

し

川

茶

の

花

に

日

,>ヽ

休

ま

せ

て

漆

川

Jfl'---道

漆

川

黒

は

見

え

す

冬

の

鮎

し‘

さ

4

ら

¥,' 

り

込

むア
カ

S
リ

は

胆

見

せ

む

う

る

し

川

辺
の
林
間
に
松
の
葉
の
な
ま
酔
を
す
＼
め
て

さ

山

松

寒

九

州

蕉

門

の

研

究

し

漆

J[[ 

遊 甫 野 野 士
八

0

孝
日，

 

吟 明

ウ
ル
シ
オ

と
、
宗
祇
居
士
の
指
南
抄
に
〈
、
嘉

rの
郡
漆
生
と
い
ふ
所
に
あ
り
と
記
し
た
ま
ふ
を
、
我
か
方
の
最
夙
に
四
方
郎
の
旅
ね
を
か
た
ら
ひ
、
河

」
舟
五
才

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked




